
革新的技術活用特別委員会会議記録

革新的技術活用特別委員長 毛利 正徳

１ 日 時

平成３０年３月２８日（水） 午前１０時３０分から

午後 ０時０６分まで

２ 場 所

第６委員会室

３ 出席した委員の氏名

毛利正徳、吉冨英三郎、麻生栄作、森誠一、末宗秀雄、木田昇、羽野武男、

小嶋秀行、戸高賢史、桑原宏史

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

情報政策課 参事 安藤善之 ほか関係者

７ 出席した参考人の職・氏名

モバイルクリエイト株式会社

技術部開発統括室長 桂清太郎、技術部第二開発室長 渡邊佳之

ジャクール株式会社

代表取締役 後藤玄利

デジタルバンク株式会社

ブランドマーケティング事業部課長 内田晃和

８ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

９ 会議の概要及び結果

（１）おおいたＩｏＴプロジェクト推進事業の取組について参考人から意見聴取を行った。

（２）今後の調査項目について協議した。

（３）県外調査の日程等について協議した。



１０ その他必要な事項

な し

１１ 担当書記

政策調査課調査広報班 主査 後藤仁美

政策調査課政策法務班 主査 中尾耕也

議事課議事調整班 副主幹 長尾真也



革新的技術活用特別委員会 次第

日時：平成３０年３月２８日（水）１０：３０～

場所：第６委員会室

１ 開 会

２ 参考人出席要求の件

３ 付託事件の調査（参考人招致）

（１）おおいたＩｏＴプロジェクト推進事業の取組について

①ＩｏＴ・ＡＩを活用した医療介護支援システムの研究開発について

②ＱＲコードを活用した多言語翻訳プロジェクトについて

４ その他

（１）今後の調査計画について

（２）県外調査について

５ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

毛利委員長 これより革新的技術活用特別委

員会を開催させていただきたます。

本日、おおいたＩｏＴプロジェクト推進事

業について調査を行う予定としていますが、

別紙のＩｏＴプロジェクト実践企業を参考人

としてお招きし、意見聴取を行いたいと考え

ています。

それでは、参考人の出席要求についてお諮

りします。

本日の調査に係る参考人に出席を求めるこ

とについて、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議なしと認め、そのように決定いたし

ます。

それでは、参考人をお呼びしますので、し

ばらくお待ちください。

〔参考人入室〕

毛利委員長 皆さんおはようございます。一

言御挨拶申し上げます。

大分県議会革新的技術活用特別委員会の委

員長を仰せつかっております中津市選出の毛

利正徳でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。

本日は、ＩｏＴプロジェクト推進事業の取

組をされております皆さまを参考人としてお

迎えし、御教授いただきます。皆さま方には、

大変お忙しい中にも関わらず、本委員会に御

出席いただきましてありがとうございます。

心から厚く御礼を申し上げます。

本日は、最後までどうぞよろしくお願いい

たします。

〔委員自己紹介〕

毛利委員長 それでは次に、参考人の皆さま

から自己紹介をお願いしたいと思います。

桂参考人 モバイルクリエイト技術部の開発

統括室長の桂と申します。佐伯出身でござい

ます。よろしくお願いいたします。

渡邊参考人 おはようございます。同じく、

モバイルクリエイト株式会社の技術部、第二

開発室の室長をしております渡邊佳之と申し

ます。よろしくお願いします。

後藤参考人 ジャクール株式会社代表取締役

の後藤と申します。あと、一般社団法人タグ

フィットというのもやっておりまして、それ

ぞれ東京と福岡にあるんですけれども、私自

身は臼杵市出身です。よろしくお願いします。

内田参考人 大分合同新聞グループデジタル

バンク株式会社ブランドマーケティング事業

部の内田と申します。大分市出身でございま

す。本日はよろしくお願いいたします。

毛利委員長 ありがとうございます。

それでは、本日の進行でありますが、まず、

皆さまから順番に御説明を伺った後に、質疑、

意見交換を行いたいと思います。

それではまず、モバイルクリエイト様よろ

しくお願いいたします。

桂参考人 モバイルクリエイトと申します。

本日はお招きいただきましてありがとうござ

います。

資料に沿って説明させていただきます。

まず、会社概要についてですけれども、３

ページ目になります。

当社はモバイルクリエイト株式会社で、本

社は大分市東大道２丁目にあります。代表取

締役は村井雄司。設立が２００２年１２月２

７日というすごい年末なんですけれども、今

年で１５年ともうすぐ４か月ぐらいになる会

社です。大分県に育てられたような会社でご

ざいます。

事業内容としては、移動体通信事業。ここ

でいう移動通信というのは、無線を使ったド

コモ様とかａｕ様、キャリア通信を使った、

今でいうＩｏＴをつないでという走りのよう

な事業を設立時からやっております。

資本金は１０億円で、今現在、従業員数は

単体で１６７名、連結で４５７名という数に
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なっております。ちなみに私、２００４年に

入社しましたので、その当時はまだ１８名で

した。そういう会社で、急激に伸びておりま

す。

次のページは、会社の沿革です。

いろいろ沿革はあるんですけれども、我々

のターニングポイントとなるところを重点的

に御説明します。

２００２年に設立した後に、いろんな移動

体通信の事業をやってまいりました。２００

９年の業務用ＩＰ無線システム「ボイスパケ

ットトランシーバー」の開発が一つの契機に

なりまして、これはどういったものかと言い

ますと、今よくちまたで言われています格安

ＳＩＭというものを、我々の事業としてＭＶ

ＮＯ事業というのを立ち上げて、そのＳＩＭ

を無線機の中に入れて、携帯通信を使った、

見かけは無線機なんですけれども、通信網は

ドコモの通信網を使うという製品がタクシー

事業者様にすごくヒットしました。これが非

常に売上げを伸ばしたというのが一つ大きな

ターニングポイントになります。

その後、その販売が伸びたため、２０１２

年にマザーズ上場、翌年２０１３年に東証一

部上場することができました。

２０１５年には、ＩｏＴによってｃｉＤｒ

ｏｎｅという会社を設立して、ドローン事業

にも今力を入れていることになります。

続きまして、グループ相関図で、当社のグ

ループは今約７社あります。そのうち、大分

県にありますのは、この装置等関連事業とい

うことで石井工作研究所様は我々のグループ

になります。今、我々が本社を置いている場

所も石井工作研究所様の大分駅の前の本社ビ

ルの中に一緒に在籍しているんですけれども、

そういったグループです。

あとｃｉＤｒｏｎｅさん、こちらはドロー

ンの製造販売と、一応開発をしておりまして、

先般、宇目町で、10キロの荷物配送のドロー

ン実証実験が、宅配事業のところでニュース

にしていただいたんですけれども、カスタム

ドローンに力を入れております。

あと、これは装置事業として、我々が今後

ＩｏＴとしてロボットを含めて強化していく

事業になっております。

また、右側の情報通信事業というところで

は、株式会社トランというのは観光事業だっ

たり、真ん中にオプトエスピーと書いてあち

ますが、こちら２社は東京の方に本社がある

会社になります。

あと、海外事業も力を入れていまして、Ｕ

ＳＡの方にモバイルクリエイトＵＳＡという

のを２年前ぐらいに設立して、当社が、先ほ

ど言った２００９年に販売したボイスパケッ

トトランシーバーの世界展開ができないかと

いうのを、今いろいろと試行錯誤している状

況です。一応、お客様もちょっとずつですけ

ど付いてきている状態になります。

続きまして、経営統合というところで、今

我々グループ会社に２社ほど上場会社を持っ

ていまして、非常にフレキシブルな動きがで

きにくいということで、会社が持株会社を設

立して、そちらの方が上場することによって、

２社はその下に付くということを今年度やる

予定になっています。今年度、我々の決算期

は１２月末なので、それまで、今年中ですね、

共同持株会社を設立する予定とここには書い

ているんですけど、昨日、株主総会で承認さ

れまして、その方向で流れると思っておりま

す。

次のページになります、７ページ目です。

主な事業内容としては、我々は五つのコア

を持っています。通信、サーバー、音声、動

態、決済と。ここの五つのコア技術というの

が非常にＩｏＴと親密に関わってきています。

特に通信というのは、我々自体がＭＶＮＯ事

業者として、ドコモと同じように配線を貸し

出すというサービスを持っておりますので、

それによる安定した収入が、ストックという

言い方をしているんですけれども、設立時か

らだんだん増えてきている。我々の事業活動

をする上で非常に大事な事業となっているの

が、通信です。

あとサーバー、これはクラウドビジネスで
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す。どうしてもさきほど言った通信事業をや

ると、ＧＰＳというのが切っても切れないの

で、そういったものをソフトウエアとしてお

客さまにサービスとして提供する。なので、

通信とクラウドを使ったサービスというとこ

ろを主にやっております。そこをコアとして

我々も、常に重要視しながら開発していると

いったところになります。

あと、一つ変わり種で決済という事業もや

っています。この通信を使って、タクシーの

ソリューションを考えた場合、どうしてもク

レジット決済であったりとか、今後インバウ

ンドで、本当にキャッシュレスの社会になる

ので、ＱＲを使った決済だったりとか、我々

自体もＦｅｌｉｃａ端末を自社開発していま

す。Ｓｕｉｃａ端末なので、Ｓｕｉｃａであ

ったり、ＳＵＧＯＣＡであったりといったよ

うな決済ができる機械自体も、我々の中で造

れるといったのが大きいところです。そうい

ったことをやっています。

こういった事業が中心となって、次は売上

げなんですけれども、創業時よりも売上げが

どんどん右肩上がりに伸びています。大きく

分けるとフローとストックという言い方をし

ます。

フローというのは、大きな案件があれば、

そこで一時的に大きな事業の売上げが立つと

いうのをフローという言い方をしています。

ストックというのは、さきほどの通信事業

ですね。通信とサービス事業で、定期的に、

今でいうとボイスパケットトランシーバーは

１０万台ぐらいあるんですけれども、１０万

台の通信料が我々、モバイルクリエイトに入

ってくるといったようなのをストックと言っ

て、この二つを合わせて事業戦略をどんどん

伸ばしていっている。

このように、ストックというのは、ここに

書いていますが、外的要因に余り左右されず

に右肩上がりに、通信事業なので、非常に安

定した収益性も見込めるというのが大きいで

すね。

９ページですが、今現在は８１億円ござい

ます。

１０ページを御覧ください。

一つだけソリューションを御紹介させてい

ただきますと、当社はバスロケーションシス

テムというのをやっています。バスが大体全

国に５万台と言われていまして、そのうちの、

ここで書いている５,６００台が当社のバス

ロケを採用していただいているので、大体１

０％シェアということで、全国各地で非常に

採用いただいている状況になります。

一応、次のページに軽く概要を書いていま

して、大分県様にも提案は今、継続してやっ

ていっています。

次のページです。

今採用いただいているバス会社様は、関西

の事業者様、大きいところで、阪急、阪神、

近鉄、神姫、京阪といったようなバス会社様

で、関西のバス会社様に非常に気に入ってい

ただいていると。何が気に入ったかというと、

やっぱりボイスパケットトランシーバーとい

う、無線機を絶対バスは積んでおりますけど、

それを置き換えて、プラスアルファＧＰＳを

使ってバスロケーションができるので、今ま

であった無線機を破棄できると。なので、ラ

ンニングコストが安くなるというところで非

常に採用いただいているところです。

直近の取組でドローンを書いていますけれ

ども、我々が今やっているＩｏＴと言われて

いるハードウエアは、常に造っていますので、

そういったことを音声をつなげて、次のソリ

ューションということで、いずみの園という

医療系の御説明に移ります。

渡邊参考人 ここから、渡邊から説明をさせ

ていただきます。

今回、平成２９年度おおいたＩｏＴプロジ

ェクト推進事業ということで、こちらのプロ

ジェクトを立ち上げさせていただきました。

ＩｏＴ、ＡＩを活用した医療看護支援システ

ムの研究開発プロジェクトということでやっ

てきました。

さきほど桂から説明がありましたけれども、

弊社の通信、サーバー、音声、これらの技術



- 4 -

を駆使してプロジェクトを進めさせていただ

いております。

まず初めに、入居者様の異常傾向を素早く

把握することを目的として立ち上げておりま

す。

今回、中津総合ケアセンターいずみの園様

に御協力をいただいて、当社で新たな福祉支

援システムを開発いたしました。

こちらに絵を書いていますけれども、見守

りロボット、ナースコールボタン、振動セン

サーを設置しまして、これらの見守りロボッ

トから、入居者様の状態を静かに見守ります。

このロボットは、ベッドの周辺の温度ですと

かＣＯ２濃度など環境データを測定して通知

し、異常傾向を検知した場合、職員の皆さま

に速やかに連絡をするというものになってお

ります。

また、このロボットにはナースコール機能

がありまして、ロボットを介して介護士の皆

さまとスムーズに通話ができるということで、

目的として進めさせていただいております。

簡単にですけれども、見守りシステムにつ

いて説明をさせていただきます。

介護士の皆さまによって日々測定する体温

とか血圧の医療測定データをクラウドサーバ

ーに上げます。

見守りロボットで収集するのは、湿度、温

度等の環境センサーデータで、こちらをサー

バーに通知して、各種データを分析すること

で、看護師・介護士の方々に、入居者様の状

態を解りやすくグラフ化して提示するという

ようなシステムになっております。

続いて、バイタル測定支援システムについ

て説明させていただきます。

介護士の皆さまの日々の業務を、我々のシ

ステムで強力にサポートし、その結果、介護

士の皆さまに余裕が生まれることで、ケアの

品質の向上を図りたいと思っております。

まず、ステップの一つ目としまして、看護

師・介護士の皆さまが、各種測定器、血圧計、

体温計等で入居者様の各種医療データを測定

します。

その測定したデータをステップ２としまし

て、看護師・介護士様が持っておられる端末

に自動で送信して、確認後、送信ボタンを押

すことで電子カルテに登録をするというよう

な形になっております。

続いて、１９ページのシステム全体像です。

ちょっと込み入っていますけど、大きく三

つあります。

測定支援、あと内線通話、データ分析、こ

の大きな三つを柱としまして、まず測定支援

としては、さきほどちょっと説明をさせてい

ただきましたけれども、バイタルデータを手

書きメモ等をせずクラウドに上げると。測定

したものを、スマートフォンのアプリを通じ

てクラウドに上げる。

見守りロボットの方で環境データ、温度・

湿度等をクラウドに自動で上げます。

さきほどのナースコールですね。内線通話

として、職員同士の会話、また、入居者様と

職員の方のコミュニケーションを円滑にしま

す。

三つ目としましてはデータの分析ですね。

こちらの結果を、パソコン上のブラウザでチ

ェックすることができるというようなシステ

ムになっております。

今回のプロジェクトのメンバーですけれど

も、さきほど紹介させていただきました、実

証実験・各種データ取得の御協力ということ

で、中津総合ケアセンターいずみの園様。

あと、技術的なところで四つ柱がありまし

て、音声処理システム研究開発、あとＡＩ開

発、ＩｏＴハードウェア開発、各種アプリ開

発というところで、大分大学様、株式会社ク

オックス様、また、アーカイブ技術研究所株

式会社様、当社のモバイルクリエイトという

形でプロジェクトを構成させていただきまし

た。

続いて、２１ページになりますけれども、

今回開発したハードウエアとしましては、見

守り端末ですね。このようにプロトタイプ機

で開発を進めまして、最終的に完成したもの

については右上のオレンジ色のものになって
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おります。これも事業者様にヒアリングして、

どんな色がいいですかというところで、やっ

ぱり暖色系がいいということで、クリーム色

やオレンジ色で準備させていただいておりま

す。

続きまして、２２ページです。

ソフト開発として、大きく四つあります。

まず一つ目として、データビューアーです

ね。さきほど御説明した環境データ、温度、

湿度、気圧、光、ＣＯ２濃度、これらのデー

タをあげまして、このような形で見守り端末

があげた各センサーの値をグラフで表示する

ことができます。

続いて二つ目ですけれども、通話アプリで

す。これは、スマートフォン上のアプリケー

ションなんですけれども、見守り端末の方で

ナースコールボタンを押すとスマートフォン

のアプリケーションが反応しまして会話がで

きます。さきほどちょっと触れましたけど、

このアプリケーション同士の通話も可能にな

っております。

続いて２４ページです。

三つ目としまして、バイタル測定支援アプ

リ、こちらもスマートフォンのアプリケーシ

ョンになっておりまして、体温計等で測定し

た結果をＢｌｕｅｔｏｏｔｈを経由して自動

的にスマートフォンに通知されます。それを

確認後送信することでクラウドサーバーに送

信することができるようになります。

続いて、最後の四つ目になりますけど、バ

イタル測定支援アプリ、こちらについてはパ

ソコン上のアプリになっております。この右

側の流れで説明しますけれども、さきほどの

バイタル測定器で測定した結果をスマートフ

ォンのアプリで受け、送信すると当社のクラ

ウドサーバーに上がります。そちらのサーバ

ーに上がったデータをバイタルデータ転送ツ

ール、左側にあるようなこういうツールを使

うことで、いずみの園様の既存の電子カルテ

システムにデータが移ります。これをするこ

とで、手書きとかそういうような作業がなく、

登録ができるようになります。

次いで、実際の実証実験の写真を用意させ

ていただきました。

こちらは、入居者様が休まれるベッドです

けれども、こちらに、さきほど写真にあった

見守りロボットをこのように設置しておりま

す。ちょっと写真だと分かりにくいですけれ

ども、振動センサーもベッドの背面に付けて

いるような形になります。

今後の展望ですけれども、当社のシステム

として、このメインサーバー、医療ビッグデ

ータベース、あとＡＩ分析を構築することに

よって、まず入居者様、患者様のバイタルデ

ータ、音声データを弊社で収集いたします。

これを、医療ビッグデータとして蓄積しまし

て、それを大学ですとか医療機関、あとは協

業していただける他社さんにデータを提供し

て、それをそれぞれの知見を生かして解析し

た結果を、当社のＡＩ分析システムにまたフ

ィードバックしていく。より良い、精度の高

い分析、異常の検知をフィードバックしなが

ら進めていって、もちろん、この左側にある

ように、見守る方ですね、介護施設の方とか

医療機関の方、家族の方にお知らせすること

はもちろんのことなんですけれども、それら

の分析した結果を、例えば地域別の病気リス

クの情報ですとか、そういった形で行政機関

にも提供させていただいて、例えばこの健康

に向けた今後の支援を検討するにあたっての

情報として御提供できれば、我々としては良

いかなと考えております。

ちょっと駆け足になりましたけれども、以

上、説明とさせていただきます。ありがとう

ございました。

毛利委員長 ありがとうございました。

それでは、次に後藤様、お願いします。

後藤参考人 この度、「おんせん県おおい

た」の魅力を訪日観光客に伝えるためのＱＲ

コードを活用した多言語翻訳プロジェクトと

いうことで取り組みましたので、そちらの活

動を御報告いたします。

おおいたＩｏＴのプロジェクトとしてこの

度採用していただきましてありがとうござい
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ました。

デジタルバンクをはじめとする７社法人で、

今回コンソーシアムを組み、取り組みました。

今年度の３月までということで活動をしまし

たので、そちらの報告をさせていただきます。

まず、プロジェクトの概要なんですけれど

も、まず、大分県におきまして、皆さん御承

知のとおり、非常に訪日観光客が増えており

ます。こちらは宿泊者数だけなんですけれど

も、宿泊者数という観点で見ましても、２０

１１年に２０万人余りだった大分県内の宿泊

者数がだんだん増えてきまして、２０１３年、

２０１４年は３５万人程度。それが２０１５

年には５５万人を突破し、２０１６年が６０

万人を突破、そして、２０１７年は８０万人

を突破ということで、急激に増えております。

さらに今後、２０１９年のラグビーワールド

カップ、あと２０２０年の東京オリンピック

・パラリンピックに向けてさらに増加してく

ることが期待されています。

また、この構成におきましても、大分では

特に、韓国、あるいは中国、香港、台湾、こ

ういったところからの旅行者が多くなってお

ります。

一方で、訪日観光客は増えているんですけ

れども、滞在中何が困っているかといいます

と、施設等のスタッフとコミュニケーション

が取れないですとか、多言語表示の少なさ、

分かりにくさ、こういった言葉の壁というも

のが、訪日観光の最大の課題であると言われ

ております。

こういった言葉の壁を壊すということが、

非常に訪日観光を促進していく上で必要でし

て、この言葉の壁を壊していくことにより、

訪日観光客にとっては、旅先での不便、不安

を除去することができますし、日本の良さを、

より満喫していただくことができます。

事業者にとりましても、訪日観光客対応を

効率化することができますし、今までは、来

るとちょっと困ったなという感じのところが、

より高度なもてなしを実現していくことがで

きるようになります。

大分県経済全体としましても、観光地の地

域経済が活性化しますし、日本一のおもてな

し県、こういったことが実現できてくると。

そういったことで、一つの観光の最重点施

策であります海外誘客を強化するといったこ

とにもつながってきます。

今回どのようなソリューションを提供して

いるかと言いますと、ＱＲコードを活用した

多言語翻訳サービス。日本の中、大分の中に

は、日本語だけしかないもの、外国人が来て、

やはりアルファベットだけだとか平仮名が分

からないですとか、そういった方が非常に多

いんですけれども、そういった方々が日本語

だけしかないものを見て戸惑っているときに、

ＱＲコード、二次元のバーコードですけれど

も、これらをそちらの方に全部付けていきま

して、それを外国人が手持ちのスマートフォ

ンでスキャンすることによって、そこに何が

書かれているか分かる。こういったソリュー

ションがあると便利ではないかということで、

しかもこのＱＲコードを事業者側に無料で配

布して、それで外国人の方も、スマホでこれ

を無料で使っていただくということで言葉で

壁を壊していこうというのが今回の取組であ

ります。

具体的に今回のプロジェクトにおきまして

どのような事業を行ったかと言いますと、四

つのプロジェクトを行いました。

一つ目が、図入り多言語翻訳ページの開発、

二つ目が、大分県観光用機械翻訳エンジンの

開発、三つ目が、ＱＲコードの県内観光施設

への配布、四つ目が、外国人のためのスマホ

町歩きマップの開発です。

この四つ目に関しましては、提案時は海外

への大分県観光情報発信サイトの開発として

いましたが、実態に即した形で本報告書では

記載を変更しております。

まず、一つ目の図入り多言語翻訳ページの

開発なんですけれども、案内図ですとか、例

えば温泉の館内マップですとか、こちらの県

庁の館内マップとかを見ましても日本語のみ

の表示で、もしも外国人の方が今後いらした
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ときに、英語とか中国語とか韓国語の表示は

ない、あるいは少ないとなっています。そう

いったときに、こういったものを多言語翻訳

することができると便利じゃないかというの

が一つ目です。

二つ目が、大分県観光用機械翻訳エンジン

の開発ということで、様々な機械翻訳という

ものがＧｏｏｇｌｅ翻訳ですとか、非常に進

化が著しいんですけれども、ただ、観光に即

したもの、あるいは地域特有のものはまだま

だきちんと翻訳されていないといったところ

があります。例えば、関アジですとか、豊後

牛ですとか、やせうまですとか、こういった

ものに関して、あらかじめ英語とか中国語と

か韓国語とかにきちんと翻訳されるような辞

書を作りましょうというものが二つ目のプロ

ジェクトです。

三つ目が、ＱＲコードの県内観光施設への

配布ということで、このＱＲコードを発行し

ておりますのがタグフィットという一般社団

法人なんですけれども、こちらと、あと、ク

リオシティおおいたですとか、まちづくり臼

杵、別府市旅館ホテル組合連合会、こういっ

た地域やまちづくりに密着した法人、団体が

連携して、県内の観光施設に配布していきま

しょうということになります。

四つ目が、外国人のためのスマホ町歩きマ

ップの開発ということで、このような形で、

各市町村にＱＲコードを配布していったとき

に、各市町村の中でどういったところに多言

語対応しているところがあるかといったこと

が簡単に分かるような地図を作りまして、例

えば別府市で、韓国語が使える居酒屋さんは

ここにあるですとか、湯布院で中国語が使え

るそば屋さんはここにあるですとか、そうい

ったところが地図上で分かる、こういったも

のを開発してきました。

事業の概要としましては、平成２９年９月

から平成３０年３月までです。

事業規模としましては、事業費が２，２０

０万円、補助金が１，１００万円といった事

業であります。

実施体制としましてデジタルバンクが全体

の取りまとめをやりまして、ジャクール、イ

ジゲンがアプリの方を受け持ちまして、タグ

フィット、クリオシティおおいた、まちづく

り臼杵、別府市旅館ホテル組合連合会がＱＲ

コードの普及活動を行うと、こういった座組

になっております。

こちらのタグフィットが、今回のこのプロ

ジェクトで「第５回ＩｏＴ Ｌａｂ Ｓｅｌ

ｅｃｔｉｏｎ」、経産省主催のＩｏＴを活用

したコンテストに応募したんですけれども、

全国で１１６社が応募した中で、最終的に最

優秀はとれなかったんですけれども、最後の

七つのファイナリストに、地方創生枠として

は唯一残りました。

プロジェクトの成果なんですけれども、今

の進捗状況としましては、図入り多言語翻訳

ページの開発は、システムが完成しまして、

ぎりぎりなんですけれども、３月２６日にリ

リースいたしました。

２番目の、大分県観光用機械翻訳エンジン

の開発に関しては、システム・辞書は完成し

まして、２月にリリースが終わっております。

３番目のＱＲコードの県内観光施設への配

布に関しては、３月１９日現在１，５２０施

設に配布済みで、３月中に１，７５０施設に

達する見込みです。この調子でいきますと、

大体４月中には２，０００施設に達する見込

みであります。

４番目に、外国人のためのスマホ町歩きマ

ップの開発なんですけれども、サイトの方は

ほぼ完成しまして、現在試験運用中です。

一つ目の図入り多言語翻訳ページなんです

けれども、３月２６日にリリースしました。

これからは、温泉旅館とかテーマパーク等、

ニーズの高い施設に導入を進めていきます。

例えば、今リリースしましたのが、これがト

キハ別府店のフロアマップなんですけれども、

こういったフロアマップが日本語だけしかな

くて、別府に海外からのお客様がいらしたと

きに、このフロアの中に何があるのかが分か

らない。でも、それは全部日本語だけしか書
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かれていないとなりますので、この日本語し

か書かれていないものの一つ一つに、このよ

うに番号を振っていきまして、その番号の何

番が、英語の方が見たら英語で、これは何に

なると言って、具体的にはこういうものです

よと、こういったことが分かるようになって

おります。

二つ目が、大分県観光用機械翻訳辞書開発

なんですけれども、こちらは、大分の固有名

詞２８６６語を、英語、中国語、韓国語に正

しく機械翻訳するための辞書を開発しました。

グーグル翻訳、こちらが非常に優秀だと言わ

れるんですけれども、これらよりも精度が高

くなっております。

例えば、関アジというものは、Ｇｏｏｇｌ

ｅ翻訳だと「Ｓｅｋｉ Ａｊｉ」、そのまま

なんですけれども、アジというものがどうい

うものか分からないとこれが何だ分からない

ので、「Ｓｅｋｉ Ｈｏｒｓｅ Ｍａｃｋｅｒ

ｅｌ」というふうに。それで、「Ｌｏｃａｌ

Ｐｒｅｍｉｕｍ Ｈｏｒｓｅ Ｍａｃｋｅｒ

ｅｌ」ということで、地元の高級なアジなん

だよと、こういったことが分かるような翻訳

ができるようにしています。

あるいは、城下かれいとなりますと、まだ

まだ城下かれいということが分からないので、

「Ｃａｓｔｌｅ ｃａｓｔｌｅ」という城が

二つ並んだような形でしかグーグルの方では

翻訳しないんですけれども、こちらの方も

「Ｓｈｉｒｏｓｈｉｔａ ｒｉｇｈｔｅｙｅ

ｆｌｏｕｎｄｅｒ」と。あるいは、やせうま

とかになりますと「Ｓｋｉｎｎｙ」と、やせ

た馬としか翻訳されないんですけれども、こ

れを「Ｙａｓｅｕｍａ Ｄｅｓｓｅｒｔ Ｎｏ

ｏｄｌｅｓ」と、こういった感じで、それぞ

れ辞書に登録しまして、機械翻訳でうまく翻

訳できるような形につなげてきております。

多言語ＱＲコードの配布なんですけれども、

３月１９日現在、１，５２０施設に配布済み

です。３月中に１，７５０施設に達する見込

みなんですけれども、左の図のグラフの方が

うまく映っていませんでしたので、こちらの

カテゴリーネーム、多い方から順番に、飲食

が６４０件、宿泊施設が４３２件、小売りが

１６８件、その他が２８０件、というのが３

月１９日現在の導入状況であります。

そして、市町村別ですと、別府市の５００

件、大分市の２４４件、由布市の２０３件を

はじめとして、県内各市町村津々浦々に、今

導入が進んでいるといった状況であります。

実際に配布されているところはどんな感じ

になるかといいますと、このような形で、Ｑ

Ｒコードが置かれている、こういったカード

があったりですとか、こういったステッカー

が貼られたりだとかしていますので、もしか

したら気を付けて御覧になると、こういった

お店で多言語化されていますよといったこと

が分かるような状況になっております。

あるいは、県内の代表的な施設にも導入が

進んでおります。例えば高崎山、別府市温泉

ＭＡＰ、姫島のジオパーク、こんなところに

も導入は進んでおりまして、このＱＲコード

自体はそのまま使えますので、こちらの方の

ＱＲコード、お手持ちのところでもそれぞれ

スキャンしていただきますと、それぞれの案

内が出てきます。普通、日本語で設定されて

いる場合が多いと思いますので、最初は日本

語で出てきますけれども、これが上に英語で

すとか言語を切り換えるところがありますの

で、こちらで切り換えていただくと、英語と

か中国語も出てきます。

あと、観光施設ではなくて、飲食店とかお

土産物屋さんとか商品等、喜楽庵や赤司菓子

舗、あとジャム屋さんですとか、こんなとこ

ろでも導入が進んでいます。

あと、町歩きマップですが、湯布院や別府

で今、ほぼほぼできてきましたので、今試験

運用を開始したところです。各国語に対応し

た施設を地図上で探すことができるようにな

ってきています。今現在、大体利用者数が、

過去３０日で延べ４，５００人、１日当たり

１５０人。閲覧ページ数が、１日当たり１，

０６０ページぐらい読まれているというのが

今の状況であります。
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今後の課題と対策なんですけれども、課題

としましては、導入施設に関しまして、配布

地域にムラがあります。あと、配布されても

必ずしも設置されていない施設があります。

あと、設置の方も長続きしていない場合があ

ったりですとか、魅力あるコンテンツを必ず

しも掲載できていないと。さきほどのような

写真ですとかそういったものを組み入れてい

くと結構きれいになるんですけど、まだ写真

だとかこういったものが入れられていないと

ころもあります。

あと、訪日観光客としましては、多言語化

のサービスがほとんど知られていなかったり

サービスに満足できていない場合があります。

こういったことの対策としまして、継続的な

配布活動、導入施設のニーズ調査、定着に向

けての組織作り、定着への啓蒙活動、サービ

スの継続的な改善、あと、訪日観光客への積

極的な露出、訪日観光客へのニーズ調査、サ

ービスの継続的な改善、こういったことが今

後必要ではないかと考えております。

以上ですが、あとは参考資料としまして、

その他の配布施設に関して後ろのページに載

せてあります。

以上です。どうもありがとうございました。

毛利委員長 ありがとうございました。

説明をいただきましたので、これより質疑、

意見交換に入りたいと思います。

麻生委員 民間が持っていらっしゃるデータ

をどれだけ活用して政策に生かすかという意

味で、ぜひとも官民データの利活用、相互乗

り入れがこれから必要だと思います。今回の

議会でも、鯖江みたいなオープンデータの活

用を、もっと大分県でも積極的にやろうとい

うことで、その方針すら今までなかったんで

すが、方針をしっかり決めて、オープンデー

タの利活用推進計画を策定するようになって

いますので、ぜひ両者とも頑張って、いろん

な意見とか盛り込んでいただければなという

ことをまずお願いをしておきたいと思います。

それで、観光も困っているし、モバイルさ

んのやっているバス事業とか、沖縄で始まっ

たのが今何と、関西でこんなに広まっている

というのにびっくりしたんですけど、大分が

一体どうなっているんだと、苦労していると

聞いているんですけど、ぜひ森本さんを通じ

て、金融畑の方からプレッシャーをかけても

らわんと、どうも大分だけじゃ無理みたいだ

し、県が相当バックアップしないと、西鉄資

本に負けちゃうんで、ぜひ頑張ってほしいと

思います。

今聞いたら、前と後ろ、両者うまくやった

ら公共交通とかいろんな観光アプリとのセッ

トも含めておもしろいことができるんじゃな

いかなというのを今思ったような次第であり

ます。

特に、デマンド交通とか福祉バスとかそう

いった部分も含めて、移動制約者がめちゃく

ちゃ今、大分県下、観光に行くにしても公共

交通がなくて、鉄道も苦労している、バスも

苦労しているけれども、デマンド交通をどう

するかとかも、モバイルさんが最も得意とす

る音声とセットの部分でやってくれるだろう

し、観光という視点では、ＲＥＳＡＳ（リー

サス）のアイデアコンテストの最終グループ

に残っているチームの中に、瀬戸内海にはモ

バイルさんが最初スタートしたときの海上無

線システムを導入した、何万という遊んでい

る超高級クルーザーがあるらしくて、それを

活用するとかシェアできないかという提案も

あって、こんな課題ですぐには難しいという

ようなやつも出ているんですよね。だから、

そういったのをうまくやっていただくと、こ

れはめちゃくちゃおもしろいことになるんじ

ゃないかなというような思いもしているんで、

これは村井さんの一番得意とする分野で、そ

して好きな分野でしょうから、ぜひチャレン

ジしてほしいなと。アイデアコンテストの最

終審査に残った発表、プレゼンは全部動画で

あって、見れますから、ぜひそういったのを

活用していただいてやっていただけるといい

なと思います。２０１９年のラグビーワール

ドカップのとき、大分県内の宿泊施設が足り

ないとか言っていますが、西大分に全部、瀬
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戸内海のクルーザーを宿泊用に置いてくれる

といいなとかおもしろいこともやってくれる

といいなという気もしていますし、そういっ

た人たちがＱＲコードを使って、またあそこ

からぴゅっといろんなところに行っておもし

ろいものを見てくれるとおもしろいなと。勝

手な意見ばっかり言って申し訳ないんですが、

そういうふうなことをぜひ、２０１９年まで

あと僅かですけれども、思い切りやっていた

だければなと思っております。

それを実現するためにも、官民データの利

活用推進の計画策定をうちの情報政策課がや

るそうですから、一緒になって、より早くい

いものを作って、民間の皆さんが、官のデー

タをもっと早くに、古くて使えないデータじ

ゃなくて、使えるデータを活用できるような

双方向でのやり取りができるようにお願いを

しておきたいと思います。

そういった意味で、何かもし困っているこ

とが各社、もっと県がこういったデータを出

してくれたらいいのにねとか、産業連関表と

か、あるいはＲＥＳＡＳも含めてでしょうけ

ど、何かそういう思いがあれば、それだけお

聞かせください。

後藤参考人 県のデータをオープンにという

よりも、我々もまず、ミクロのデータを集め

るためのインフラに我々の方がなれると思っ

ていますので、今までの１，５００件の施設

も入れさせていただいたんですけれども、さ

らにこれをきめ細かく入れられるように一緒

にしていただけると、その中で出てきている

データで、例えば今、訪日観光客が増えてい

るとは思うんですけれども、どこからいらし

た方がどこの市に行って何を見ているかとい

うことが、多分県ではなかなか分かりづらい

んじゃないかなと思いますので、我々として

も、そういったことが分かるようなインフラ

作りをしようと思っています。むしろ、それ

でこのプロジェクト自体は大分を一つのパイ

ロットとして、それで日本全国に広げていき

たいと考えていますので、そういった意味で

は、逆に、来年度以降も大分県さんにそうい

ったインフラづくりのところを強調していた

だけるとありがたいなと思っています。

桂参考人 一応、今、関東の方で公共交通オ

ープンデータ協議会という２０２０年に向け

ての、ＪＲ様とか公共交通はみんなオープン

データ化しようという集まりがありまして、

当社は大分なんですけど参加しています。そ

ういうものがやっぱり地方に起きてきて、そ

ういうものを自由に使って、新しい、何か我

々が思いもつかないようなものが本当に市場

に投入できるきっかけが作れるといいなと思

っています。当社だけではなくて、本当にい

ろんなエンジニアたちがそのデータを使って、

思いもかけない、さきほど言われたようなク

ルーザーとかっていうようなものもあります

けれども、そういったものがオープン化され

ると、本当に会社だけではなくて、一般の方

で、本当に腕に自身のあるエンジニアとかが

作るようなきっかけができるといいなと思っ

てはおります。

麻生委員 公共交通の計画策定については、

新年度、大分市、別府市、由布市で、具体的

策定作業をやりますので、ぜひ情報政策課の

方やこういった専門家の方にも入ってもらっ

て、今までにないアイデアを入れていただけ

ると、また東京のそういったものも含めてや

っていただけると新たなものが生まれるかな

と思っておりますので、ぜひお願いします。

それから鯖江では、地域に活用できる鯖江

のためのアプリを３６６個、毎日１個作ると

いうことで作ったという話も聞いていますの

で、そういったチャレンジもしていただいて、

やっていただければありがたいなと。ぜひ、

皆さんの力で大分を元気にしていただければ

と思っていますので、よろしくお願いします。

末宗委員 後藤参考人に聞きたいんだけど、

１１ページ、事業費が２，２００万円で補助

金１，１００万円だけど、利益はどこから生

むのかなと。

後藤参考人 こちらは、基本的に無料でやっ

ているんですけれども、一部、例えばさきほ

どの別府トキハさんでやっている案内板は、
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月に千円とか１，５００円ぐらいをいただく

という形にしているのと、あと商品に乗っけ

ている場合、例えばさきほどのジャムの場合

ですとかそういったものも月に１，５００円

ですとかいただいています。

そういったことでやっていても、全体から

すると僅かなものにしかならないんですけれ

ども、あと、いくつか収入源というものは作

っていまして、これから始めるのが決済です

ね。こういった翻訳を導入していったところ

に、Ａｌｉｐａｙ決済ですとかそういったこ

とを入れることによって、そちらの決済手数

料が入ってくるような仕組みになってきたり

ですとか、あとはそういうことをやっていく

中で、日本全国、あるいはこれは世界中に実

は広げていきたいと考えていまして、そうし

ますと、新たな広告のインフラになると考え

ています。やはり日本に来ている外国人の方

というのは、ふだんいるときよりも全然お金

を使おうと思っているんですけれども、なか

なかお金が落ちていないというのがありまし

て、でも、実際彼らはスマホを使ってずっと

活動をしているので、そこで、ここでこうい

ったいいものがあるんだよという広告がいい

タイミングで入れられるようになるときちん

とお金が落ちるようになるんじゃないかと考

えています。

末宗委員 日本全国とかにずっと広げようと

思ったら、金の回転率が物すごくこれ悪いじ

ゃない。それで、事業広げられるかなと俺心

配しよるんじゃ。やっぱり事業というのは、

こういう開発をやれば、ものすごく価値が高

くないとこういう産業はなかなかできないも

ので、そういう中で無償とか言いよったら、

それを何か取れんのかなと思うんだけどね。

今やっぱりこれ有料にできないかな。

後藤参考人 いや、これは逆に無料で広めて

いって、やはり技術革新が非常に進んでいる

ので、実はこれ多言語翻訳とか自体はほとん

どコストがかからないんですよ。そうなりま

すと、今、これを登録するときには、実際に

は日本語しかないものがあったらそれを写真

を撮っていただいて、その写真をアップロー

ドしていただくと、全部、多言語翻訳される

という状況なんですけれども、１件の施設を

やるのに数百円で大体できますので、それで、

それぞれのお店の方が自分のところの写真だ

とかそういったものをどんどん撮っていけば、

基本的にほとんどコストがかからずにこうい

ったサービスを展開することができます。

末宗委員 金融会社はどんなふうに言いよる

の。メインはどこでもいいけど、金融会社が

結構、発達しているからね、そういう系の見

通しを、融資する前に立ててから融資するき

ね。

後藤参考人 実は、これは融資とかはなかな

かそぐわないところで、実際に大分ベンチャ

ーキャピタルさんをはじめとして、ベンチャ

ーキャピタルさんが今月末に１億円以上出資

していただくという形で、どちらかというと

これはインフラ作りにお金がかかりますので。

戸高委員 この言語がまず多言語ということ

で、これ今５か国語ぐらいですか。

後藤参考人 ４か国語です。日本語を入れて

５か国です。

戸高委員 これは、今さっき言った言語機能

が発達しているということなので、多言語で

もう少し広げられないのかなということと、

それとあと、これは今年度事業で一応３月で

終わって、今後どういう方向で管理運営して

いくのかということと、それぞれの個別の店

舗の情報の更新についてどういうふうにやら

れるのかなというのを聞かせてください。

後藤参考人 多言語に関しましては、おっし

ゃるとおり翻訳エンジンをかければ何語にで

もなるので、理論的には何語にでもできるよ

うになっています。基本的には、英語に変え

るところをきちんと作れば、英語を基にして

スペイン語とかフランス語ですとか、そうい

ったところに変えるのは、かなり精度が高く

できるようになりますので、そういったこと

を今、もう開発は終わっていまして、それが

どのぐらいできるかというところを見ている

ところであります。
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翌年度以降の管理ですが、これは継続した

取組をやっている中で、今回大分県に特にや

っていただきましたので、管理は全然、今ま

でどおりでやっていきます。それで、各施設

の中で更新がありましたら、スマホあるいは

パソコンで日本語を、例えば何らかの飲食店

でメニューの金額が変わりましたと言ったら、

パソコン上で金額を変えていただければすぐ

に反映されますし、何でも変更がありました

ら、日本語を変更すると、自動的に翻訳が変

わっていくという仕組みになっています。で

すから、その辺も何ら問題なくできているん

ですけれども、この最後の課題対策に書いて

いますような今後の定着ですとか、あるいは

露出をさらによくしていくということが一つ

大きな課題だと思っています。特に、ほぼほ

ぼ今、各市町村のまち歩きの地図、スマホ上

の地図というものができてくるんですけれど

も、これをうまく活用して、大分空港であっ

たりですとか大分駅であったりですとか、各

市の駅だとかバスセンターだとかそういった

ところで、入ってきた外国人の方に、この街

には多言語化されているところがたくさんあ

るんだよということをどうやって知らせてい

くとか、そういったことをこれからできるよ

うにしていくのが一つ大きな課題だと考えて

います。

戸高委員 多言語のツールというのは、全国

的に見たら各種いろいろあって、外国人の方

がどれがいいのかというか、大分に来たらこ

のＱＲコードを使うのかとかいういろんな問

題も今後あるのかなということと、広がれば

広がるほどセキュリティの問題とかいろいろ

出てくる可能性もなきにしもあらずなので、

要するに観光案内だけでやっているのであれ

ばその問題はないとは思うんですけど、ＱＲ

コードの活用という意味で。

それとあと、やっぱり導入にお金、さきほ

どどうやってもうけているのかというのがあ

ったと思うんですけど、広がるという意味で

は、さっきおっしゃったように無料配布、誰

でも簡単にアクセスできるというのは、やっ

ぱり一番広がる道かなというのは思うんです

けど。その後の継続を考えたら、ちょっと大

丈夫かなという心配があったものですから。

後藤参考人 セキュリティについては、これ

は観光なのでそれほど問題にはならないかな

と思っているんですけど、これから広げてい

くところに関しましては、やはりデジタルの

世界は使われれば使われるほど収益化できる

と。例えばフェイスブックなんかも、もとも

とはどうやって収益化するかというのが非常

に難しかったと思うんですけど、今あれだけ

の会社になっているというのは、使われて初

めて事業になると考えています。それに、最

初に資本をある程度入れた形で今やっていま

すし、これを、大分から日本全国に広げてい

くといったことをやっていきます。

羽野委員 ＱＲコードの無料配布の関係で、

対象施設への周知については、行政から例え

ば商工会議所とか商工会を通じて事業者の方

に周知をやって、事業者が申し込むみたいな

対応をとっているの。

後藤参考人 はい。基本的にそういった対応

を取ろうとしています。さきほどの配布にむ

らがあるというのは、それが積極的にできて

いる地域とそうでない地域があったりだとか

していますので、これは行政とかと連携しな

がらやっていきたいなと考えています。

羽野委員 もう一点。モバイルクリエイトさ

んの方ですが、県内、周辺部に行くと、まだ

まだ今携帯電話の不感地域があって、行政が

整備をやって、家のある付近はデータでは入

るということがありますけれども、その間に

電波が通じない地域がまだあるんですが、そ

の辺の支障というのはないんでしょうか。

後藤参考人 無線機においても、今、弊社は

ドコモさんのキャリアを使っているので、人

口カバー率ほぼ１００％です。おっしゃると

おり人のいないところにデータはないという

のは事実ですね。そういった場合にどうして

いるかというと、弊社にドコモ様からデータ

が届くところまで弊社が無線機を置いておい

て、その先は特小無線とかアナログ無線と連
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携して飛ばすようなこともやろうとしていま

す。そういった需要もあります。特に災害時

ですね、遭難された方がいるとかいったとこ

ろにやっぱり電波が届かないときが多いとそ

ういったお話もあって、そういう取組も進め

ております。

桑原委員 御説明ありがとうございました。

モバイルクリエイトさんの医療看護支援シ

ステムについて、今後の展望を見させていた

だきまして、非常に可能性を感じております。

ちょっとうまく説明できるかどうか分からな

いですけれども、今政府の音頭取りで医療デ

ータのネットワークの構築というのは、各自

治体、県とかでも取り組まれています。大分

県でも、医師会さんメインで医療情報ネット

ワーク協議会みたいなのが去年か何かあった

んですけれども、全県的なネットワーク構築

はやっぱり難しく、今後の成り行きを見ると

いうことで解散された経緯があって、医療機

関のデータを横断的に連携するというのは、

非常に情報流出とかそういうリスクで難しい。

それなら、個人の情報を個人が自分であげて、

それを連結させる方法ということで、政府で

去年閣議決定された未来都市戦略の中で、そ

ういう個人があげるＰＨＲのデータを連携と

いうのも提唱されているところがあって、こ

のオープンイノベーション推進のところを見

ると、何かそれにつながりそうかなと。ここ

では、データの収集が見守り対象者と協業他

社というところになっていますけど、スマホ

のアプリの開発もされているということで、

スマホのアプリから自分のバイタルデータと

か処方データとか医療データをあげて、そう

すると、自分の情報ですから医療機関にはリ

スクはありませんし、それを連結させて匿名

化したビックデータでそういう情報を、正に

この地域別のリスクを県に知らせるとか、そ

ういうのを実は去年の９月に一般質問で提唱

させていただいたんです。なかなか行政がそ

こまでできるかどうかなというところはある

んですけど。これに、例えば県が今、歩得

（あるとっく）とかで歩いた歩数でポイント

を提供するとか言っているんですけれども、

個人データの提供に関して県がそこにポイン

トを出すとかすれば、そういうデータも集ま

るでしょうし、あとさらに言えば、自分が行

った病院の評価もその個人がして匿名化した

ら、その自分の評価の、病院の評価も病院側

に提示できるとか、そういうシステムまで広

げて県に提案していただけたらなと思うんで

けれども、いかがでしょうか。

桂参考人 我々もちょっと、これは一つの柱

にしたいと思っておりますので、いただいた

意見を社内に持ち帰って新しく考えてみたい

と思います。

木田委員 モバイルクリエイトさんですけれ

ども、資料の最後の方にちょっと先の未来と

いうことを書いていらっしゃいますが、今、

〝ＯＩＴＡ４．０〟というのを進めています

ので、多分、今日の御説明のやつはまだ３．

８ぐらいの技術運用だと思うんですけれども、

これから、例えばＧＰＳもみちびきの運用が

始まったら精度が５センチぐらいになるとか、

タクシーの法規制とかも変わってくるとここ

までできるよとか、その４．０の世界はここ

まで御社として考えているという世界があれ

ば、技術的なところとか、いろんな規制の問

題とか含めて、こういうことがなくなればこ

ういうこともできるし、こういう技術もやろ

うと思っているという展望を聞かせていただ

きたいと思います。

それと、ＱＲコードの関係なんですけれど

も、これは基本、Ｗｉ－Ｆｉ環境というか通

信環境がないと見られない仕組みになってい

ると思うんですけど。Ｗｉ－Ｆｉがちょっと

まだ、大分は設置台数がやっぱり少ないと思

うので、県としてもそこは増やさないといけ

ないと思うんですけども、いいプラットフォ

ームができてこれから拡張していくというこ

となんですけど、さっき見ると結構詳しい情

報が出てくるなという感じで、多分、外国人

観光客はもうちょっとシンプルな情報がぽん

と出てきた方が、おもしろいというか分かり

やすいんじゃないかな、日本のものを見てで
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すね。そういう感じで、実際インバウンドの

方には自分が見た大分の景色とかを、ＳＮＳ

で発信をしてもらいたいですよね。そういう

ＳＮＳについて、その日見て、多分移動中と

かホテルに入ってそれを友達に発信してもら

うというようなフローを想定したような観光

アプリに今後成長させていただけるとありが

たいと思います。収入のフローと、そういう

インバウンドを発信するフロー、その二つの

両面から、いいアプリにということです。

桂参考人 我々のちょっと先の未来といいま

すと、今我々のソリューションとしては通信

を使って音声というものを使ったソリューシ

ョンが非常にヒットはしておりますが、今後

は５Ｇと言われる高速な、今は４Ｇと言われ

ていますけれども、５ジェネレーションとい

う、５世代という通信方式が２０２０年頃ド

コモさんの方から商用化されるような形にな

っていまして、それは非常に高速な通信にな

ります。それで何ができるかというと、自動

運転であったりとか、高速に反応するので、

サーバー側との通信であったりとかいうのが

非常に高スピードでレスポンスを返すことが

できるようになります。そうした中で、自動

運転という分野に関してもちょっとずつ、東

京大学なんですけれども、我々はそういうと

ころと接触しながらやっていて、一つおもし

ろいなと思うのは、大分県というのは、よく

高速道路が止まるんですね。全国的にも一番

止まると言われる高速道路なんですけど、そ

こに自動運転車だったら通せるのかとか、こ

ういったところは法規制とか、警察庁とかい

ろんな問題がございますけれども、そういっ

たものであったりとか、あと、５Ｇになると

動画になるかなと思っています。今、我々の

ソリューションで、この前観光バスが事故っ

たときに、動画がニュースに流れてびっくり

したようなのが、リアルタイムに常に車両の

何かの情報をセンターの方でも分かるといっ

た世代が来るかなと。それの開発というのは

だんだん行っている状況になっています。

後藤参考人 今２点あったかと思うんですけ

れども、一つ目の、外国人に分かりやすい情

報という点に関しましても、そのとおりだと

思っていまして、今これは機械翻訳で全部や

っているんですけれども、実は今、もう一つ

別のサービスもメニューの中に入れていまし

て、それは、日本語の情報をもう一回外国人

が、外国人目線で全部リライトするという、

これは有償になるんですけれども、各市の単

位で、その市の中で非常に外国人を呼び込み

たいところ、四、五十か所ぐらいを、外国人

目線で全部書き直していくということをやっ

ていって、それとこの機械翻訳を組み合わせ

ることで魅力的にできるんじゃないかなと思

っているところです。

あと、ＳＮＳに関してもおっしゃるとおり

の話だと思っていまして、私どもも、今開発

スケジュールの中では、ＳＮＳの機能をどん

どん強めていくといった感じでやっていまし

て、今写真が出ているものも、施設側が入れ

ているものと、ユーザーが撮ってユーザーが

入れているものと実は両方あるんですよ。ユ

ーザーが撮って、それでまたハッシュタグを

つけて投稿できて、それがこちらの方にも上

がるし、それぞれのＳＮＳにも上がるという

そういったものに今、ちょうど今年の夏ぐら

いからはそういった感じで持っていくように

しています。

森委員 モバイルクリエイトさん、２０１６

年１２月に実はサンフランシスコ、シリコン

バレーに伺ったときに、現地の社員さんに大

変お世話になりまして、ありがとうございま

した。

当時から１年半たっているので、また状況

がかなりあちらも変わっているのかなとも思

うんですけれども、先ほどお話に出た自動運

転ではＵｂｅｒ（ウーバー）がいろいろと、

この前事件になりましたけど、あちらでは、

いわゆるタクシーとかじゃなくて、シェアリ

ングエコノミーでＵｂｅｒが主流であったん

ですけど、そういう市場にあって、さきほど

もちらっとお話がありましたが、モバイルク

リエイトＵＳＡにおいて、どういう分野でや
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っていこうとしているのかというものを詳し

く教えていただきたい。あと、もう一つ、大

分県でさきほどのバスのモバステーションを

提案はしているけれども、他県ではかなり導

入されているという中で、大分県で提案して

いるけどもそれが実現していない理由が何か

あるのかなと思うんですけど、その辺が分か

れば教えてください。

渡邊参考人 じゃ、私の方から。まず、アメ

リカの方の現状を。１年半ぐらいたちました

けれども、今現地、もともとサンノゼの方に

事務所を構えていまして、年末からお客様が

つき始めて、サービス提供を開始しておりま

す。実際、サンノゼには、やっぱり業務用無

線機を使う業者さんは余りいなくて、ちょっ

と南下してロサンゼルスの方で、輸送とかが

メインに、主に行われる。サンノゼはどっち

かというと研究施設が多いので、ちょっとロ

サンゼルスの方に置いて、現地採用をしつつ

シェアを広げようと。基本的には無線機と動

態管理システムでやっております。

アメリカの方で日本と違って評価を得てい

るのは、ハードからシステム、保守まで、全

て一気通貫にやるというサービスがアメリカ

にはないというところで、優位性を持って市

場を拡大しつつあるという状況になっていま

す。今後はまずはそれでスタートして、現地

ではスマートフォンでの利用が多いので、こ

ちらもサービスラインナップを広げながら、

業務用無線機動態管理システムとして進めて

いく計画になっております。

桂参考人 大分県下のバスロケについては、

７年前ぐらいだったかと思うんですけれども、

そのときは我々も実績が少なくて、今トップ

シェアと言われるのはＮＥＣさんですけれど

も、そこと戦いになりまして、最終的に判断

を下されたのはバス会社です。今ちょうどリ

ベース時期なので、また各社さんがお声をか

けられまして、我々もかなりの実績があるの

で、自信を持っていろんな方とお話をさせて

いただいているんですけれども、結局は事業

者様であったりとかの判断になりますので、

そこは我々もどうなるかは分からないんです

けど、大分県下の会社なので、ぜひよろしく

お願いしますということは伝えております。

小嶋委員 モバイルさんのセンサー、ベッド

の上にカメラじゃないですけど置きますよね。

あれは赤外線、どういう仕組みのものなんで

すか。オレンジのやつは、カメラではないの。

渡邊参考人 はい、カメラはついていないで

す。赤外線の人感センサー、あと、ＣＯ２の

濃度を測るセンサー、あと明かりですね、光

を見るセンサーと、あと気温、湿度、それら

のデータを取るようなものがまずこのオレン

ジ色の中に入っています。そこから一つ線が

出ておりまして、あとは振動センサーですね。

ベッドに付けさせていただいて、ベッドが揺

れたら反応するというようなものです。

小嶋委員 違和感は全くないわけね。

渡邊参考人 そうですね、オレンジ色であれ

ばですね。最初ちょっと黒色にしたら、やっ

ぱりちょっと浮いてしまったので、相談させ

ていただいて、オレンジ色を採用させていた

だきました。

吉冨副委員長 モバイルクリエイトさんのさ

きほど小嶋委員もおっしゃったオレンジ色の

箱の件なんですけども、あれはカメラはつい

ていないということだったじゃないですか。

ただ、まあいいのは、看護師なり介護士が血

圧、体温、これが自動的に登録できるという

ことで、人間が書くミスがなくなるという部

分で、それで、多分酸素とか温度を赤外線で

見るということは、その人の体温が上がった

り下がったりしたときのことで緊急に知らせ

るということだと思うんですけど、体温が上

がると、血圧が高齢者の場合、急にストンと

下がったりするんですよ。そういうのが分か

るようなものというのを一緒に開発してもら

いたいという現場からの声はなかったですか。

渡邊参考人 実際にはそのような声はなかっ

た。常に血圧を測っている入居者さんもいら

っしゃらないのかもしれないですけれども、

今ルーチンワークで決まった時間に血圧を測

定するというような運用ですので、そういう
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お話はなかったです。

吉冨副委員長 もう一点、データをずっと集

めていけば、一番心配になるのはお医者様な

んですね。データだけ見ても、それで巡回せ

ずに終わるというのは結構最近増えているん

ですよね。そういう部分が本当はないように

してもらいたいので、その辺は将来の話です

からいいんですけど、ぜひカメラとか付けて

人の表情がゆがんだときの部分が、ナースセ

ンターなりとかにも行くような技術というも

のもやっていただけると、またちょっと違う

のかなと思いました。

あと、ＱＲコードの件なんですけど、訪日

観光客の部分で今後の課題というところで、

サービスがほとんど知られていないとかサー

ビスに満足できていないと載っているんです

けれども、今このＱＲコードで私見たときに、

このアプリを上げたときに、そのお店の方の

熱意によって、多分だいぶ違ってくるんじゃ

ないかなと思っているんですよ。例えば、お

うどん屋さんでも、いくつかしか種類が載っ

ていないとか、そういう部分というのは、お

店屋さんにこういうふうにしてあげた方がい

いですよという指導なんかしているんですか。

後藤参考人 まさにそこが課題でして、今、

大分県の中ではそういったところに重点的に

いくつかのお店をやっていったりだとかして、

これサービスを開始して、今ちょうど１年で、

この画像とかを使えるようになったのも実は

ここ二、三か月ぐらいのところなんですよ。

それで、先進的なところがうまく使っていく

ことによって、こんな使い方があるんだとい

うところを周りが知っていったりですとか、

あるいは今回、さきほどの町歩き用の地図と

かができてきて、商店街全部が入ったりだと

かすると、この商店街をもっと活性化するた

めには、全体的に見せ方を底上げしようよと

いう話が出てきて、それでそこの商店街が良

くなり、周りの商店街もあそこに負けるなと

いうふうになるようなことをやって、大分県

全体が底上げされ、大分県のを見ながら、日

本の各都道府県が、もっと大分県みたいにな

ろうというふうにやりたいなと思っていると

ころです。

吉冨副委員長 あともう一点だけ。

インバウンドの方の携帯でそれをするじゃ

ないですか。例えば、イギリスの人であろう

がフランスであろうが、東南アジアの国であ

ろうが。その方々が持っている携帯というの

は、データとしてどこの国の分というのはス

トックはできるんですか。

後藤参考人 何語で読もうとしているかとい

うことは入ります。

吉冨副委員長 ああ、なるほどですね。とい

うことは、多言語で、東南アジアといっても

インドネシアがあればタイがあるというよう

な、国の言葉でもしそれがで出来上がれば、

どの国の人がこのお店に来たかというデータ

の蓄積はできるんですね。

後藤参考人 はい、蓄積できます。

吉冨副委員長 それは、じゃ、将来的には商

売になるということですね。

後藤参考人 はい。

吉冨副委員長 ああ、なるほど。分かりまし

た。

毛利委員長 私から１点聞いていいですか。

モバイルクリエイトさんの説明の中でキャ

ッシュレス、日本は遅れていて、外国は50％

以上、中国なんかはほとんどですよね。これ

から日本もそうやって進んでいくと思うんで

すが、予測としてどういうスピードでいくの

か。こうなると、銀行の窓口業務が要らなく

なってくるという可能性もあるので、その辺、

御社としてどういう分析もしているのか、分

かれば教えてください。

桂参考人 そうですね、私もそのキャッシュ

レスについては、日本人はやっぱり現金主義

が結構多いなと思っているんですけど、先月、

私はキャッシュレスで１か月いけないかなと

思ってチャレンジしたらいけたんですね。コ

ンビニとか、基本的にスーパーだったらクレ

ジットで買ったりとかやってみて、１か月間

全然問題なく、現金なくてもいいなというの

は実感しているんですけど、ただ、スーパー
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に関しては、まだＦｅｌｉＣａであったりと

かそういったクレジットしかないので、財布

を出さないといけないというのがちょっと面

倒臭いなというのはあってですね。スマート

フォンで全て完結すると、本当にキャッシュ

レス時代が来るんですが、まだちょっと、市

場が財布を必要とするようなカード類を必要

とするような決済機が非常に多いというのと、

あと弁当とか買うときはどうしても現金にな

っちゃう、そういうところですかね。なので、

日本はやっぱり一歩一歩上がってきているの

で、世界に比べて、東南アジアとか中国のス

ピードに比べてがらりと変わるということは

なかなか難しいなと思っています。ただ、オ

リンピックを契機に非常に決済機のＱＲコー

ド、さきほど言われたＡｌｉｐａｙとかそう

いうようなＱＲ決済というものがインバウン

ド向けには必要なので、そういった環境は整

うかなと思っています。それに日本人が乗っ

かるかどうかは、女性はちょっと遅いかなと

思っています。

後藤参考人 キャッシュレスに対しては、や

はり非常に早く進まないといけないと思って

います。日本が遅れている理由の一つは、一

つ前の時代にシステム化し過ぎていて、例え

ば、大体の小売店ですとかレストランは、み

んなＰＯＳレジとかを入れているので、それ

とどうインテグレートするかというと、相当

実はお金がかかるということが、逆に足かせ

になっていて、中国だとか東南アジアだとか

は、そこが逆に、そういったインフラがなか

ったので導入が早いということがあるかと思

っています。

それで、今回私どもがＡｌｉｐａｙで入れ

ていくと言っているのも、どういったことを

入れようとしているかというと、今Ａｌｉｐ

ａｙが例えばローソンだとかいろんなところ

に入っていますけれども、それというのは、

中国人がスマホ上で自分のＱＲコードを出し

て、お店の方がそれをスキャンすると。そう

すると決済ができるという形なんですけれど

も、実は、Ａｌｉｐａｙの方が今月から始め

たサービスで、それの逆があるんです。お店

の方にＱＲコードが紙で置いていますと。そ

れを、中国人がスキャンすると、そうすると

それで決済が終わると。実は、中国でＡｌｉ

ｐａｙが非常に普及しているのは、ほとんど

はお店側に、ＱＲコードだけしかなくて、お

客さんがそれをスキャンしたら決済が終わる

と。極端な話、中国の物乞いとかは、缶の前

にＱＲコードを自分でぶら下げているわけで

すよ。それをスキャンすると、１００円とか

２００円が、その物乞いの人に行くという。

結局それと同じように、お店側にＱＲコード

さえ置いておけばできるというのをＡｌｉｐ

ａｙも今月から新たに始めました。こういっ

たサービスが一つ、今までのだと、結構お店

側に読み取り端末がないとできなかったんで

すけれども、そういったものなしで、ただ単

にＱＲコードだけを置いておくとこれからは

できるようになるので、そういった点では、

これから変わることもできるんじゃないかな

と思っています。

毛利委員長 ありがとうございます。

最後に、今日は本課から、商工労働部情報

政策課が来ているので、何かあれば、せっか

くなので。

安藤情報政策課参事 今日は大変参考になる

意見がありました。麻生委員も言われていた

ように、来年度は官民データの計画を作るこ

とになっていますので、皆さまの意見を尊重

しながら、最先端のＩＴデータを大分県が使

えるような計画をみんなで作っていけたらな

と思っていますので、御協力のほど、よろし

くお願いいたします。

毛利委員長 ありがとうございます。本日い

ただいた御意見は、今後の委員会活動に生か

させていただきたいと思いますので、また引

き続き御指導をよろしくお願いします。本日

は誠にありがとうございました。

〔参考人、情報政策課退室〕

毛利委員長 これより内部協議を行います。

お手元に配付した資料に基づいて、事務局か

ら説明します。まず、今後の調査計画につい
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てです。

〔事務局説明〕

毛利委員長 質疑等はありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

毛利委員長 それでは、来年度の調査につい

ては、この案のとおりとします。次に県外調

査についてです。事務局は説明してください。

〔事務局説明〕

毛利委員長 では県外調査についてですが、

この内容で行うことにしたいと思います。な

お、今後調整が必要な事項等については委員

長に一任いただきますので、御了承ください。

〔「委員長一任」と言う者あり〕

毛利委員長 この際、何かございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

毛利委員長 以上で本委員会を終わります。

ありがとうございました。


